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災害情報の伝達と収集
各種防災情報
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色が塗られていなくても、周りと比べて低い土
地や崖のそばなどにお住まいの方は、市からの
避難情報を参考に必要に応じて避難してくださ
い

警戒レベル3が出
たら、市が指定して
いる指定緊急避難
場所に避難しましょ
う

警戒レベル4が出
たら、市が指定して
いる指定緊急避難
場所に避難しましょ
う
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非常食などの備蓄
食料は最低３日分、飲料水は一人１日３リットルを目安に備蓄しましょう！
大災害が発生するとライフラインが途絶え、被災地以外からの援助が到着するまで数日を要することは、先に発
生した阪神淡路大震災や東日本大震災からも分かります。この数日の間、ご自身や家族の命を守るために「非常持
ち出し品・備蓄品チェックリスト」を活用し、いざというときに備えましょう。

☆循環備蓄（ローリングストック）をしましょう☆
「必要なものを必要な分だけ」を実践し続けるため、備蓄（ストック）している食料や飲み物を賞味期限前に消費し、
消費した分を新しく補充していく方法です。

非常時の持ち出し品・備蓄品　チェックリスト

備蓄のポイント

○両手が使えるリュックサックを使用しましょう。
○避難のことを考え、軽くコンパクトにしましょう。
○家族構成、状況によって必要なものを選びましょう。
○必要なものの優先順位を決めて準備しましょう。
○ 定期的に中身をチェックし、季節に応じて入れ替えましょう。

貴
重
品

□ 現金（小銭を含む※公衆電話に使用）
□ クルマや家の予備カギ
□ 予備のメガネ、コンタクトレンズ
□ 銀行の口座番号・保険契約番号
□ 健康保険証
□ 身分証明書（運転免許証など）
□ 印鑑
□ 母子手帳

便
利
品
な
ど

□ ヘルメット・防災ずきん
□ 懐中電灯（予備電池を含む）
□ 笛・ブザー（居場所を知らせるもの）
□ 万能ナイフ
□ 使い捨てカイロ・マスク
□ ビニール袋
□ アルミ製保温シート
□ 毛布
□ スリッパ
□ 軍手・皮手袋
□ マッチ・ライター
□ 給水袋
□ 雨具（レインコート、長靴など）
□ レジャーシート
□ 簡易トイレ

情
報
収
集
用
品

□ 携帯電話（充電器を含む）
□ 防災ラジオ
□ 家族の写真（はぐれた時の確認用）
□ 緊急時の家族、親戚、知人の連絡先
□ 筆記用具

食
料

□ 非常食
□ 飲料水

衛
生
用
品

□ 救急セット
□ 常備薬・持病薬
□ タオル
□ トイレットペーパー
□ 着替え（下着を含む）
□ ウェットティッシュ

そ
の
他

□ 紙おむつ（幼児用・大人用）
□ 生理用品
□ 粉ミルク・哺乳瓶（赤ちゃんに必要なもの）
□ その他自分の生活に欠かせないもの

チェックリスト
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日頃より防災意識を高めておきましょう
大規模な災害が発生したとき、被害の拡大を防ぐためには、自分の身を自分の努力によって守る（自助）ととも
に、近隣の人々が、互いに協力し合いながら、防災活動に組織的に取り組むこと（共助）が必要です。災害が起き
たときにどのように行動するか考えておきましょう。

●家族の連絡先などを記入しましょう。

●家族のかかりつけ医院などを記入しましょう。 ●クスリの処方箋などを記入しましょう。

いざというときのために確認し、記入しておきましょう !!

災害の種類 避難行動の内容 避難行動を開始するタイミング

例）洪水 ○○避難場所へ移動する、
自宅の２階へ移動する、避難の必要なし　など 敦賀市から避難指示が発令されたとき　など

地震

津波

洪水

土砂災害

高潮

家族の名前 生年月日 血液型 会社・学校の電話番号 携帯電話番号

名　称 所在地 電話番号 家族の名前 病　名 クスリ名

我が家の防災メモ

早期の立ち退き避難が必要な区域に入っていないか

※緊急時に身を寄せる避難先は、市が指定する「指定緊急避難場所」や、安全な親戚・知人宅など様々です。
　普段からどこに避難するかを決めておきましょう。
※災害が落ち着いた後に、自宅が被災し、帰宅できない場合には、しばらく避難生活を送るため、「指定避難所」
　に行きましょう。
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